
大
き
く
改
善
し
た�

�

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識

上
の（
図
１
）は
、「
男
性
は
仕
事
、女
性
は
家
事
・
育

児
・
介
護
」と
い
う
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意

識
に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の
で
、平
成
18
年
に
行
っ
た「
甲

賀
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
意
識

調
査
」の
結
果
と
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

平
成
18
年
に
は「
そ
う
思
わ
な
い
」「
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」と
答
え
た
人
は
少
数
で
あ
っ

た
も
の
が
、令
和
元
年
に
は
過
半
数
に
な
る
な
ど
、性

別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
は
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

理
解
が
進
ん
だ�

�

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
図
２-

①
）は
、仕
事
と
生
活
の
調
和
と
言
わ
れ
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
を

尋
ね
た
も
の
で
す
。約
８
割
の
方
が「
同
感
す
る
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
同
感
す
る
」と
回
答
し
て
お
り
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
が
市
民
の
皆

さ
ん
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

年
齢
別
で
は（
図
２-

②
）の
と
お
り
で
あ
り
、�

社
会
に
出
て
働
き
出
す
年
齢
層
で
あ
る
20
歳
代
が

「
同
感
す
る
」と
答
え
た
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

周
囲
の
理
解
が
最
も
大
切

（
図
３
）は
女
性
が
働
き
続
け
た
り
、再
就
職
す
る

う
え
で
必
要
な
こ
と
を
尋
ね
た
も
の
で
す
。男
女
と

も「
職
場
や
家
族
の
協
力
や
理
解
」が
最
も
多
く
、周

囲
の
理
解
や
協
力
す
る
気
持
ち
が
大
切
な
よ
う
で

す
。次
い
で「
育
児
や
介
護
休
業
な
ど
の
制
度
の
充
実
」

「
長
時
間
労
働
の
解
消（
働
き
方
改
革
）」「
在
宅
勤
務

や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
」な
ど
の
職
場
環
境

の
改
善
と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
甲
賀
で
理
想
の
実
現
を

一
方
、（
図
４
）は
、生
活
に
お
い
て
何
を
優
先
す
る

か
、そ
れ
ぞ
れ
理
想
と
現
実
に
つ
い
て
尋
ね
た
も
の
で

す
。男
女
と
も
仕
事
、家
庭
、個
人
の
生
活
を
優
先
し

た
い
と
理
想
を
抱
い
て
い
る
も
の
の
、現
実
は
仕
事
が

優
先
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、理
想
と
現
実
で
は
大

き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
甲
賀
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
条
例
」の

制
定（
平
成
30
年
６
月
）を
は
じ
め
、市
で
は
イ
ク
ボ

ス
宣
言
企
業
へ
の
支
援
や
、出
産
、子
育
て
等
に
よ
り

離
職
し
た
女
性
の
再
就
職
へ
の
支
援
・
相
談
、ま
た
、

資
格
取
得
へ
の
助
成
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識
を
も
た
ず
、

誰
も
が
仕
事
と
家
庭
を
充
実
で
き
る
よ
う
理
解
・
協

力
し
合
い
、男
女
が
共
に
輝
け
る
社
会
を
オ
ー
ル
甲

賀
で
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（単位：%）

図１
男性は仕事、女性は家事・育児・介護？

②年齢別での回答
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そう思う どちらかと
いえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば

そう思わない

そう
思わない

わからない 無回答

16.9
19.7

36.8

3.5
5.4

1.2
4.5

9.6

平成18年
令和元年

平成27年
令和元年

（単位：%）

図2
①ワーク・ライフ・バランスの考えに同感できる？
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60歳代

70歳以上

50

同感する どちらかといえば
同感する

どちらかといえば
同感しない

同感しない 無回答 同感する どちらかといえば
同感する

どちらかといえば
同感しない

そう
思わない

わからない

随分と
『男性は仕事』『女性は家庭』
という考え方はなくなって
きているみたいだわ。

多様な働き方ができる会社って
自分自身も成長できる
理想の職場だね。
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ポイント！
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44.1 48 2.4 5.5
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35.5 47.9 2.4 5.9 8.3

21.5 58.9 3.4 4.2 12.1

19.5 46.4 4.9 2.3 26.8
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（単位：%）図３  女性が働き続けたり、再就職するうえで必要なことは？

（単位：%）
図４  生活において何を優先しますか？
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41

37.2
30.3

25.3
20.8

73.3
61.1

69.7

49

不明・無回答
その他

わからない
特になし

女性自身の意識改革
保育施設等の充実

長時間労働の解消（職場の働き方改革）
昇進、昇格などの不平等の解消

男女の賃金差の解消
在宅勤務やフレックスタイム制の導入
育児や介護休業などの制度の充実

仕事と家庭の両立への職場の協力や理解
仕事と家庭の両立への家族の協力や理解

仕事 家庭生活 地域・
個人の生活

仕事と
家庭生活を
共に

仕事と
地域・個人の
生活を共に

家庭生活と
地域・個人の
生活を共に

仕事と家庭生活
と地域・個人の
生活の全て

わからない 無回答

男性女性

男性（理想） 男性（現実） 女性（理想） 女性（現実）
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※複数回答可

やっぱり家族や
職場での理解や
協力が一番大切
だよね。

家庭や自分の時間を優先したくても、
仕事で周りに迷惑かけたくないと
いう気持ちもあるし…。

アンケート結果から見る意識の変化
※参考：図１～図３　令和元年実施　市政に関する市民意識調査結果（暫定値）

※平成18年の数値は「平成18年実施　甲賀市男女共同参画社会づくりに関する意識調査結果」

※平成27年の数値は「平成27年実施　甲賀市男女共同参画社会づくりに関する意識調査結果」

※平成27年実施 甲賀市男女共同参画社会づくりに関する意識調査結果
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